
参
加
（
投
句
）
し
て
み
ま
せ
ん
か 

 
 

第
十
七
回 

わ
ど
う
俳
句
ま
つ
り 

 

和
銅
献
上
一
三
〇
〇
年
を
記
念
し
て
始
め
ら
れ
た
「
わ
ど
う
俳
句
ま
つ
り
」
も
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
・
ご
協
力
の
下
、
盛
会
に
第
十
七

回
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
秩
父
の
文
化
遺
産
「
和
銅
遺
跡
」
を
訪
れ
る
沢
山
の
方
々
が
見
学
道
の
木
々
を
飾
っ
て
歓
迎
す
る
俳

句
短
冊
に
大
変
好
感
を
も
た
れ
て
お
り
ま
す
。 

左
記
募
集
要
領
に
て
実
施
致
し
ま
す
の
で
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

【
記
】 

 

題 

材 

：
自
由 

（
和
銅
遺
跡
・
そ
の
周
辺
な
ら
な
お
結
構
で
す
） 

募
集
人
員
：
先
着
八
十
名 

一
人
一
句 

（
原
谷
在
住
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
） 

参
加
費 

：
五
百
円
（
作
品
集
・
短
冊
等
の
材
料
費
・
作
成
費 

等
） 

募
集
締
切
：
令
和
四
年
四
月
七
日
（
木
） 

申
込
先 

：
原
谷
公
民
館 

受
付
窓
口
（
秩
父
市
大
野
原
・
二
二
―
〇
六
五
八
） 

 
 

 
 

 
 

用
紙
に
俳
句
・
住
所
・
氏
名
・
俳
号
・
電
話
番
号
を
記
入
、 

窓
口
備
え
付
け
封
筒
に
参
加
費
を
同
封
し
て
提
出 

応
募
者
全
員
の
俳
句
を
聖
神
社
・
露
天
掘
り
跡
・
金
山
・
見
学
道
等
に
短
冊
（
木
札
）
を
立
木
等
に
か
け
て
展
示
し
ま
す
。 

 

展
示
期
間
：
四
月
二
十
九
日
（
金
）
美
の
山
山
開
き
か
ら
一
年
間 

 
 

 
 

 
 

前
年
度
の
短
冊
は
聖
神
社
境
内
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
八
月
末
ま
で
に
希
望
者
の
方
は
お
引
き
取
り
下
さ
い
。 

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
俳
句
作
品
集
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
。 

応
募
者
全
員
に
「
俳
句
ま
つ
り 

応
募
作
品
集
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等 

掲
載
時
に
「
俳
号
」
希
望
の
方
は
記
入
下
さ
い
、
無
い
場
合
は
氏
名
に
て
掲
載
し
ま
す
。 

（
事
務
局 

二
三
―
二
三
七
八 
齋
藤
）

 

 
 

 
 

 
 

 

キ
リ
ト
リ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

キ
リ
ト
リ 

 

（
投
句
俳
句
） 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
郵
便
番
号
・
住
所
） 

 

（
氏
名
・
電
話
番
号
） 

 

（
俳
号
・
投
句
者
名
） 


